
Ⅱ.塵 手島 を過 してみる日永線度の克つ閣圏点

夢 r尊 では/正章 の褒矧 よ盈巌に計 する子鹿知森 と′島全体 の佐藤 にふれ

+=中

節正章 ではノ立を姓理約度庭 番義 を.襲寒 を営む上かLbの遼 番[=厳鹿をお

いて唐黍 LT=っしたが Oで ′卓の立 こ方か廃 絶財 こなつてし､ないが .麻 に覇

腐深 い番 既を鹿 み各 せ こ鮫 赦 した

俸正賓ゼはノ且 座的な産手島 の刺 か ら泉水 た/酸 鼻ゆえの悩み /間摩連立

慮廃 し.それを次善 にむかhttる萄贋 を.巌屏 息容 の資泉 を斗 ヒ(=薦虞 Lr=.

でき上 った韓文 夏み局と , 当初の意 図を反映 した竜の としでrf,実に不束
者 をで き ばえごぁる〃

歴史 め払 いが′ 息 ヒん と､地理 の要素 として刺 ヒSp九 てい ないごと｡他泰 と

しての牽凄 な見落の吏威 か草薮ビある こと客,7,不慮 が し＼たる ところ馴 こつ

く ▲ウ

しかし ′軽史妻 に泉塵 灰 ヒい うものが ないのと同席 ′地轟 にも′鼻終始な

ものはないとL､さ,その勉底 のイ ニフォy-i_ヨンが 壇 すにっ九 .まt=地底

が､変寵 していくにつれ てそれ は轟 き改めらるぺ主立のどあろ う｡

この璃塵中 . 既存の蹄 鼠資楓が/Jlく 一線計賓斜が灸麻で なく ･風地裁巌 が

鹿足 に行われをカ った ことによるこの姥蕗の不免金 さも′この唐床では.弁

解 の廉地 も鮭 じ′老 いf=恵義 彦も感 じる老 ゼある.

屋 久 島 の 地 誌

深 津 先 代 美

1. 萄垂姓嬢 と月評免 の目顔

霧轟敗療 ヒして盈 ん7=､塵 ス膚 は,九州 の南端 産声岬の由方 クf k机 ′庫子

爵 の衝劇 にあるノ息ゞ阿碑 の島で′東 面 1 5-k 7yL ′南 北>勧 之 4FT孔 .香承

f LfO kd ′人口鮮oZ之ク00 人 であ届.行政齢 に絵島の比津とロ永原都塵 を食

わせ亡⊥嵐欠虜 ノ 車掌は重文町 とな ってい るが'.ロ来演都島は額塵 の対象 と

しなかった o (盈久鹿 の攻で量 日東で舞 ∫度の葡萄 を立ち.承艶 裏目こな ,)す

ぎるV)七＼フ塵ズ島 を額産地嵐 とした避 か よの絶島開園 に贋味 を藤 ってし､た轟

㊤鹿 は地産 のEr約であるところの地域 性 をっかt､GBl二割金森参 で は改いか と

虜 えf=轟⑦盈矢島 には.畠感人文共に贋 殊深い盈象が屠 られ ′賃料立比薮 緒

塵蜜 である譲④盈寺島 をや名人が いるので私巌贋 免 が可鶴で はないか と番 え

f=重患ど＼ゼあるO Lか しこのよ うな適 格勉 をフィー )Lドヒして選次 した轟9,

菟 鹿へ好 く月 埠 量障 られ ′教 留の凝蚤 立 い草わたられ 私 のよ ちと常 盤魚廟
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を療尭 患 い索 に 紋無賓 であっ r=j準は ()初歩戯 及 噺 ヒお いては′網塵 のヂ37

ニ ックを修感-で きる ような壕 軒 を遜.ぶJl堂であろ う, しか しそ U)藩 左虜 にし

みて療 じた 泰 は - 熟 すよ しみか 勃祈れ 恵いれ ある意 味 で 轡 か っ左と藍 ら -

鼎鼠 の毎餌は爾産 地巌 の勉 嬢鹿 の温 盈 こぶ ぎ恵 ()ビ漠感 ヒして いるが )近

し ′曲 ()な りに立地盛 夏ま とめ.蚤久 鹿 の密葬 とそ こに生 きる人 々の鼠 舞の

塗潰 をっかえ と監た い と燈 ったクモ の傷 み′鹿豪産妄 ブ イ - )L巨と して凝 ら

のti大 きす ぎて大 変 崖のゼ ′鼻の-覇 を ヒ()あが て闘摩 点 を猟 めてみ たい と

罷 ったの どあ参が _ 線 番 その締盟 ヒして の島谷底 愛風 路鹿 に盗迭 する塞 ビ勝

って しま った のは豪藤 で ある ゥ

2､蘇史の鹿巌 ヒ内線

紛失は次 の よら怠鹿 巌 と した D

は しが き

摩E凄 萄底 地威厳 髭

療2牽 索然 廉 1番 し尿贋 〕済ま鱒し地質 工藤 3姉 〔敗移 ヒi:磨 )

癖 3牽 経麻 節 /顔 (本島経済 の衛赦 )終2蹄 (鼻常 )#'3頗 L渚

紫 ヒ放紫 )解Jy歯 〔エ栄 )舞r廓 〔人 口腐 転と

その動感 )

舞 3番 変人丈 ヒせず儀 容 ヒしたのは′ とか く麻鹿 飴 亡な ()が ちな敗 臆 にま

とま ()をっけ為 ため /患息 を 島民の蛙藩 を凝丞 宙射二又 配 している と思われる

線 溶 に Ltft),廃 盤 ′ 歴史 ′突通 準 は覇鼠 のある 感所 ゼ ,主＼九 る温 度 kLf=b､

らで ある 一

(島外,>

本 島 絃泉躍 動 こ紋南歯型に優 し′その施聾敢血盟 と廉廉 の彩 蜜 を要 lPこ′

藩温多両 で藤斉 雌 の気候 を禿 LJ,藤馨 軒並 し廉塵 は /っ を除 きプ べ てここに

立地 )は常盤轟釣 であ (),巌 娃立本 土 と紋葵 っf=i)のが＼多 い.庫廠 ヒ しこ姓

｢/ケ胃に 5∫官 爵が降 る ｣ といわれ る像 との多雨 と′五洲- の奮え轟唐

し/ 939初)を蝶 じ めとする山番 絶勝 の存鹿 によ る桑 直 釣菟贋 の穿 孔が顔 蓉

な泰があ げられ る O 又水革 釣 ヒ量化蘭 ヒ南部 で虹慮 薯 巽 ってお () ノ揮物 な ど

に考 える厳 密 が 大きし＼ o J也粛(,i地 形 ヒ像 ゞ-致 してお (), 免 の固威 し番 は酸

く )を と ,)まく激暑段丘 la凍 在木韓 の7K鼓索か ら走 り/ そ こに粧 状厳密革葱

髄索 (長石 の療 晶 が､太 )が 故 人 して魚の大都 各 を畠め る山抱 を紗巌 している.

鹿産寒波 (タング ス テン審 )や温泉 の鼻 血 ま象 の多 俊 の碍# に とゥて香草 で

あ る.土地 刺 帝の面か ら見 て段丘 (凝襲 ノ-覇 河舜 )上 Id:痩 - の固腰 ′ 廉風

塵魔 寮 の滋勉 す名跡 どあ () , 山鹿 は森泉 ヒな りでいる ｡-轡 に見 られ る濁れ
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谷 や リアズ武 藤単 は連座 kを o tL､為が′水源が凄 く廉い鹿 とはし＼えないっ

L酸風爵からの足腰蘭は題辞ゼきず′は しけ ゼ磨 る )又 教 え きれ な いほ ど の

叔 射 水 河 )I悌 屠盈 して い る 垂 は水 か私象 f:si巨額 に蕃剰 ビあ るが′匪 韓 が声 く

勾 弧 が､恩 な のゼ 河 口片息 で も上～池の夜鷹 を蔓 し.邑大 &.虜 が畑地 に磯 度 し,

水itt冷､し､ので水 田で は食 客がお こ()や す し亘革東 森慮 17'た め蜜が 大きいっ )

く経済 〉

本島でlj:顔 /次産栄 の割 合が､8･03;と審 (,巌 に蘇1次鹿寮 の到谷 が低 い

轟 か ら もわ か る よ ろEl.産 寮 感度 が 色 絵 約度 啓 に と ど ま って お り′後 盗 癖 で

ある e 島 民 の 壁凄 玖 凄 ･放 ･水産の三業 (=よ り史 えら木 ⊂お (),兼貴賓 (鶴 )

が高 いO鼻糞 は展 営礎 鍵が･f麦農 産 ご恩和 ゼあ ,)一食 姫 ･親戚 の募 入が逸 れ′

空象蛙が低 (､ , 作物 広 場作 車 疋 で.及 並 蔚 亀田 の/Y シカ ン ′バ､ナ ナ ノ軒家 を

ど､が雁 が＼て き て い る水 .鮭 束 か らせ 蕗 も多 く つ くら九 ′米泉 Ii色糸 に鹿 生 な

い ｡解兼 吉∠阜 I二審漉 工場が､で きて東泉せ 蒙の壇 友が努 励まれ てし＼亡,象息

Ii原動 不定 一の状 殻 で あ る .宅 嵐 や 土 薮 凍 失 ,途'Kに索｢する付 衆が 多 顔 の間層

とな ろ 5 0 漁 栄 は 江 戸 へ 大 正 l=か けて 蟹 漁 が 蕗 んど あ ったが /最 近 は勢力 癖

尊 大 の失敦 .漁場 の鹿移 鮭 (:よ ,),サバ 礎唐 Lf日の叔 )'以 外 は不頻で あ

る ｡島の麻 野卑は ク07.に達 し,星ズ杉が濁 jg,で承 るが .大帝 か 固 義妹 のf=

め′休 栄も農民の番落生藩 をあま ()うるお しこぼし＼ない ｡水 力艶気の塵 奮さ

Ii島の審東 に-泉 の明 がるtを与 えt L＼るが ′軒虜 へ V)並 癌 性 ′変遷 の不便

寒 を希 えると■RLtゲ Lも廟 二線で もない . しか し果産度 ズ島象エ kKが 凍 若 を 虻

LtLめ /ダム 工 奉がL直 5'L;丸 ノ畠音大外皮 わ りつつある .

3､庶 務

星 ズ 鹿 は 百番 的 r:L経 済 相 I=立 ′他 の離 鹿 ヒ素 連 な息 を多 (も って お り ,

後迦璃 状鮭 におかれてい るが /水 が､塵 芳崖奉 ノ各九人 を密 カが え LL九 る とい

-,摩東泉件 を生かせ ば .舟泉は工費 絶境 ヒして秦展 する町 絶 性が ある ｡
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